
平成30年度 

「ふれあい地域懇談会」報告書 

 

＜ 大 船 地 域 ＞ 

 

日      時 平成30年７月17日（火） 午前10時～正午 

場      所 鎌倉武道館  第１会議室 

出  席  者 自治・町内会代表 27団体：28名 

地域団体代表   3団体： 3名  計31名 

鎌倉市            7名 

内      容  

第 １ 部 市長からの報告........................................P.1 

「持続可能な都市『鎌倉』を目指して」 

第 ２ 部 地域の懸案事項に関する報告...........................P.19 

① 空き家、空き地対策について 

  ② 大船東口の下水道管の整備について 

第 ３ 部 

 

付  録 

本年度の地域の議題に関する懇談.......................P.23 

① 北鎌倉駅裏トンネル及び岩瀬隧道について 

② ごみ焼却設備について 

 （山崎浄化センター、今泉クリーンセンター） 

③ 市役所移転後の支所機能について 

当日配布資料.........................................P.37 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  



出席者名簿  （敬称略） 

 

【自治会・町内会等】 

 団      体      名 氏    名 備    考 

1 山ノ内上町町内会 友野 良雄 会長 

2 山ノ内瓜ケ谷町内会 鈴木 専二 会長 

3 山ノ内明月会町内会 髙木 総一郎 会長 

4 山ノ内中町北町内会 山田 稔 会長 

5 山ノ内下町上町内会 亀井 豊三郎 会長 

6 山ノ内下町中町内会 関口  久男  

7 山ノ内下町下町内会 
小泉 権七 

石井 靖二 

会長 

 

8 富士見町町内会 武藤 博久  

9 末広町町内会 藤井 倫博 会長 

10 戸ケ崎町内会 伊勢 拓人 会長（司会） 

11 戸ケ崎あけぼの会町内会 山内 顯 会長 

12 台町内会 根本 義治 会長 

13 市場町内会 北村 充成 会長 

14 つるまい町内会 秦 豊昭 会長 

15 田園町内会 水島 三千夫 会長 

16 大船仲通町内会 座間 幹夫  

17 松竹前町内会 岩崎 安男 会長 

18 小袋谷町内会 内田 直生 会長 

19 栄町町内会 野間口 徹 会長 

20 南ケ丘自治会 菅 暉夫 会長 

21 谷之前自治会 山根 正博 会長 

22 大船町内会 田子 祐司 会長 

23 岩瀬町内会 織戸 武司 会長 

24 今泉町内会 澤栗 巧 会長 

25 今泉台町内会 尾島 隆史 会長 

26 高野台自治会 島田 卓 会長 

27 コープ野村鎌倉・台自治会 磯田 昭子 会長 

 

【その他の団体等】 

 団      体      名 氏    名 備    考 

1 大船地区社会福祉協議会 梅澤 徳夫  

2 第七地区民生委員児童委員協議会 山ノ上 喜一郎  

3 第八地区民生委員児童委員協議会 村上 富造  

 

【鎌倉市】 

 役              職 氏    名 備    考 

1 鎌倉市長 松尾 崇  

2 共創計画部長 比留間 彰  

3 行政経営部長 齋藤 和徳  



4 環境部長 石井 康則  

5 都市整備部次長 森 明彦  

6 文化財部長 桝渕 規彰  

7 大船支所長 中野 達夫  
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第１部 市長からの報告 

 【全地域共通】  
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第１部 市長からの説明に対する意見・質疑 

 

＜山ノ内下町上町内会・亀井会長＞ 

市役所移転の際には、特別決議で議会の３分の２の承認を得る必要があるとのことだが、今回も市役

所移転の日に承認を得ることになるのか。 

 

＜松尾市長＞ 

まだ具体的に日にちは決まっていないが、判例等から言っても、承認を得るのは今ではなくもっと先

の話になる。 
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第２部 地域の懸案事項に関する報告 

【大船地域】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 空き家、空き地対策について 

 大船駅東口の下水道管の整備について 
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第２部「地域の懸案事項に関する報告」に対する意見・質疑 

 

質疑応答なし 
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第３部 

本年度の地域の議題に関する懇談 
 

大船－Ｈ30－１ 北鎌倉駅裏トンネル及び岩瀬隧道について 

大船－Ｈ30－２ 
ごみ焼却設備について 

（山崎浄化センター、今泉クリーンセンター） 

大船－Ｈ30－３ 市役所移転後の支所機能について 
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平成 30年度ふれあい地域懇談会（第３部）  回答票 

 

番 号 大船－Ｈ30－１ 

テ ー マ 北鎌倉駅裏トンネル及び岩瀬隧道について 

内容詳細 

北鎌倉駅裏トンネルの開通が遅れているが、通学路の安全確保のため

にも、早期の開通をお願いしたい。今後の予定はどうなっているか。

また、岩瀬隧道の現況及び今後の予定はどうなっているのか。 

担当部課 都市整備部 道路課 

 

議題に対する回答等 

【北鎌倉隧道】 

北鎌倉隧道については、現在地権者の協力のもと、地形測量や地質調査等を実施して

おり、その成果を基に、昨年度まとめた３案の対策工法の基本設計の検討を行うこととし

ています。 

 

その後、その成果を基に市民の方々などの意見等を聴く場を設け、市が最終案を決定

後、直ちに詳細設計を実施し、地権者や関係機関との協議が整い次第、工事に着手した

いと考えています。 

 

また、通行禁止から既に３年が経過し、一日も早い通行再開が喫緊の課題であること

から、仮設トンネルの設置についても地権者の協力が得られるよう取組んでいます。 

 

なお、小学校児童の通学路確保のため、JR 北鎌倉駅ホームを通行できるよう JR とも

相談を行っています。 

 

【岩瀬隧道】 

岩瀬隧道は、平成 30 年５月 29 日早朝に素掘り天井部分から約 1.5 ㎥の土砂がはく落

したため、現在、通行禁止としています。 

 

当該隧道は、全長約92mあり、中央部の約46mが素掘りで、残りの両坑口約46mがコン

クリートブロック覆工となっています。 

 

 

【次ページあり】 
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今回、はく落した素掘り部分の復旧工事を先行して平成30年11月15日まで行い、並行し

てコンクリートブロック覆工部の詳細な調査を実施した上で工法を決定し、工法が決定次

第、対策工法の追加工事を行う予定としています。 

 

そのため、全ての復旧工事の完了は平成31年３月末までとしていますが、一日も早い通

行再開できるよう努めてまいります。 

 

なお、隧道内の照明については、復旧工事にあわせライナープレートの側面等に設置す

ることとしており、現在の照明より明るくなります。 

 

また、通行禁止に伴う代替の通学路の確保については、教育委員会と調整したうえで路

線を選定し、作業センターが路面の整備や支障になる樹木の伐採を完了しています。 

 

現在、夜間照明について専門業者と調整し進めており、この照明設置が完了した段階

で生徒に対し、代替通学路として使用してもらうよう教育委員会に依頼してまいります。 

添付資料  
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＜戸ケ崎町内会・伊勢会長＞ 

テレビ番組では、地権者は仮設で良いと言っていたが、なぜ、工事が進んでいないのか。 

 

＜松尾市長＞ 

地権者に、正式に仮設工事を進めたいという書類を持参したが、受け取ってもらえなかった。仮設工事

を進めるのと同時に本設についても進めている。 

岩瀬隧道は、議会の議決を後から取る専決処分という手続きを行い、早急に対応できるよう進めてい

る。 

 

＜山ノ内下町中町内会・関口氏＞ 

円覚寺や雲頂菴が問題としているのは、文化財的価値があるかどうかではないか。手続き上の問題と

してすり替えないでほしい。 

トンネルがある地元の意見としては、なぜ仮設なのか理解できない。本設も今年度に着工完成の話で

あったが、何もできていない。仮設はいらないので本設を早くしてほしい。 

文化財的価値については町内会では疑問を持っている。平成 26年度の文化財専門委員会でも、尾根は

鉄道開通で半分以上損なわれているので、記録を残すことは必要だが、安全対策との兼ね合いで必ず残

さなくてはいけないものではないとされている。文化財的価値を検証し、価値が認められないなら早く

開削工事を始めてほしい。 

 

＜山ノ内瓜ヶ谷町内会・鈴木会長＞ 

６月５日に円覚寺庶務部長の方と話をした。雲頂菴との関係性について聞いたところ、円覚寺として

は、市がやることには反対しない、円覚寺が悪者になりそうで心配だと言っていた。仮設に対しては市が

安全と判断するならば、円覚寺も雲頂菴も了承すると言っていた。ところが、５月 18日に、鎌倉市と円

覚寺で行った話し合いの議事概要によると、円覚寺側からの要望は、尾根に対する意見が変わったこと

の説明を文化庁に求める、安全対策工事について、開削での実施を検討してほしいとなっていた。円覚寺

は、市に言っていることと市民に言っていることが違うのではないか。市民は本当のことをが分からな

い。 

 

＜文化財部・桝渕部長＞ 

平成 26年度の文化財専門委員会では景観などの観点で議論はあったが、尾根の文化財的価値を観点と

した議論はしていない。開削着工となった時に、文化庁から、文化財としての価値があるかどうか第三者

委員会を設けて検討すべきとの指摘があった。平成 28年７月８日に価値があるかどうか検討し、結果歴

史的学術的価値があるとなった。円覚寺に円覚寺境内絵図という鎌倉時代後半の円覚寺の様子を描いて

る重要文化財があり、その絵図に描かれている尾根の一部と今現在残されている尾根がほぼ合致してい

る。 

歴史資料と現地の状況が一致しているため文化財的価値があるとなった。文化財専門委員会の検証で

円覚寺境内は史跡の指定を受けているので、それに追加する形で指定するべきではないかという話にな
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った。これを円覚寺に報告している。５月 18日の協議会は、境内の史跡の保存管理計画を円滑に行うも

のであり、北鎌倉隧道について説明したが、円覚寺は、開削案も加えて検討してほしいということであっ

た。文化財的価値があるので、市としては開削の選択肢はないのだが、なかなかご理解いただけない。 

 

＜戸ケ崎町内会・伊勢会長＞ 

いつ通れるようになるのか。 

 

＜都市整備部・森次長＞ 

北鎌倉隧道は地形測量、ボーリング調査をしてとりまとめている。人だけ、小型車両まで、あるいは救

急車まで、何を通すのか基本設計を行い検討する。それから詳細設計に入り、発注になる。 

 

＜山ノ内明月会町内会・髙木会長＞ 

山ノ内には８つの町内会があり、開削か残すか、意見はさまざまだが、どちらにしても大変困っている

のでとにかく通してほしい。市長の口からはっきり聞きたい。 

 

＜松尾市長＞  

本設では調査や実施に時間がかかるため、仮設を実施したいと思っているが地権者の理解が得られて

いない。予算はあるのですぐに始められるのだが、理解を得られるよう努めている。 

 

＜山ノ内明月会町内会・髙木会長＞  

予算もあるならば皆仮設を通してくれると思っている。仮設はやめたのか、それとも仮設を通す見通

しは立っているのか。 

 

＜松尾市長＞  

仮設を通すつもりで予算も計上しているが、地権者の理解が得られないため現在見通しは立っていな

い。 

 

＜山ノ内明月会町内会・髙木会長＞  

なんとか突破口を見つけてほしい。 

 

＜松尾市長＞  

文化庁は、史跡の指定までしなさいという立場なので、市として開削はないと考えている。 

 

＜戸ケ崎町内会・伊勢会長＞ 

では次の岩瀬隧道について。 
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＜大船町内会・田子会長＞ 

岩瀬隧道は５月 29日早朝に崩落し、今現在も通れない。６月 18日から 10月 15日までの期間で調査・

設計を行うという回覧が回った。岩瀬隧道を切り通しにするか２車線のトンネルにできないかと市に問

い合わせをしたところ、その方法は考えていないと言われたが、地権者も市に売ると言っている。岩瀬隧

道に文化財的価値はないはずである。 

 

＜都市整備部・森次長＞ 

面積的にも現在、ライナープレートを発注している。トンネル上に住宅もあり、切通しにするには、大

きく切らなくてはならない。また、新たにトンネルを作るにも、動線を考えなくてはならない。 

 

＜大船町内会・田子会長＞ 

すぐに通していただかないと困る。短いトンネルも土砂が落ちてきている。 

 

＜岩瀬町内会・織戸会長＞ 

交通量が非常に増え、バス停に並ぶ人の渋滞ができて近隣住民の車が通れない。小さいトンネルも３

月まで通行止めであるから、これを機に開削し、切通しにしてもらいたい。 

 

＜今泉台町内会・尾島会長＞ 

今泉台も同じ状況のため、２車線にするか開削して、切通しにしてほしい。 

 

＜戸ケ崎町内会・伊勢会長＞ 

皆さんの生活がかかっているので、早めに検討を願う。 

 

＜高野台自治会・島田会長＞ 

通行禁止に伴う代替の通学路というのはどこになるのか、具体的に教えていただきたい。 

 

＜都市整備部・森次長＞ 

後ほど、お伝えする。（懇談後お見せしています） 
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平成 30年度ふれあい地域懇談会（第３部）  回答票 

 

番 号 大船－Ｈ30－２ 

テ ー マ 
ごみ焼却設備について 

（山崎浄化センター、今泉クリーンセンター） 

内容詳 細 

ごみ焼却設備の山崎浄化センター移転に関する進捗状況及び今後の予定

について、どのようになっているのか。 

また、今泉クリーンセンターは、今後どのように活用するのか。 

担当部 課 環境部 環境施設課 

 

議題に対する回答 

【ごみ焼却設備の山崎浄化センター移転に関する進捗状況及び今後の予定について、

どのようになっているのか】 

 

新ごみ焼却施設の建設候補地は、平成27年４月に「山崎下水道終末処理場未活用地」

とすることを公表し、その後、平成27年10月近隣自治町内会で構成する「新ごみ焼却

施設建設に反対する会」が結成され、これまでの話し合いで、周辺住民の皆様から「２

つの迷惑施設を受け入れることは容認できないので、白紙撤回」を強く要望され、話

し合いが平行線となっています。 

平成 29 年 10 月の「反対する住民の会」との話し合いの中で、市長から、「まず、山崎

浄化センターの臭気等課題について、新ごみ焼却施設建設とは別に、早急に対応してい

くことを説明した上で、新ごみ焼却施設の建設に関しては、負担の公平性という非常に

切実な意見をいただいていることを十分に認識し、新ごみ焼却施設建設を基本とする

が、ごみ処理は広域連携等さまざまな手法が考えられることから、もう少し協議の枠を

広げていきたい。」旨を説明しました。 

これを踏まえて、平成 29年 11 月に鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議

会において、「鎌倉市の可燃ごみを逗子市の施設で焼却することを視野に入れた、広域

連携の可能性について検討いただきたい。」旨を要請し、了承され、検討を進めてきま

した。当初結論は、平成 29 年度中を目処にしておりましたが、今後のごみ処理体制と

いう重要な判断をするための判断材料が全て得られていないため、引き続き検討するこ

とになりました。 

 

 

【次ページあり】 
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平成30年３月に、10回目の「反対する住民の会」と話し合いを行い市長から「可燃ご

みの広域連携の検討について、判断するための熟度に達していないため結論を出せなか

った旨を説明するとともに、改善の約束をしている山崎浄化センターの臭気対策、上部

利用の検討及び市が取得したＪＲ引込み線を活用した周辺まちづくりの推進について、

新ごみ焼却施設建設とは別に協議検討を進めていきたい」旨を説明し、現在、上部利用

等について検討している状況です。 

 

本市の可燃ごみの焼却処理については、新ごみ焼却施設の必要性や可燃ごみの広域

連携の可能性等について、本市の安定的なごみ処理体制を構築することを前提に評価

を行い、平成30年度末までには市の方針を明確にしていきたいと考えています。 

 

 

【今泉クリーンセンターは、今後どのように活用するのか】 

 

今泉クリーンセンターは平成27年３月に焼却を停止し、焼却停止後もごみ処理施設

として活用することを地元住民の皆さんに説明しております。具体的な活用としては、

第３次一般廃棄物ごみ処理基本計画や鎌倉市・逗子市･葉山町ごみ処理広域連携の覚書

に基づき、生ごみの資源化を進めるための家庭系生ごみの減容化施設建設を検討して

います。 

生ごみ減容化は、微生物を活用して生ごみを24時間で約90%減容させるもので、大規

模な施設整備が不要で、堆肥の活用も見込め、施設整備費・維持管理費が廉価な手法

です。 

平成29年度に２回地元住民の皆さんに説明してきましたが、具体的な施設整備に当

たっては、今後、専門的な立場から審議会で協議を行い、意見を聴くとともに、地元

住民の皆さんに十分な説明を行い、理解と協力を得て進めていきたいと考えています。 
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＜戸ケ崎町内会・伊勢会長＞ 

山崎地区の反対住民は、市はごみ焼却施設を山崎地域に建てることを諦めたのではないかと言ってい

るが実際はどうなのか。 

 

＜松尾市長＞ 

何度か話し合いの場を設けさせていただいたが、白紙撤回以外は受け入れられないと言われている。

しかし、本市の置かれている状況に時間的余裕はなく、早急にごみ処理を安定化させるため、検討の幅を

拡げて協議したいと申し上げた。 

まだ住民の方々と協議中のため、さまざまな話が出てきていると思うが、行政として山崎に焼却施設

を造ることは決定している。 

今泉クリーンセンターの焼却施設の後に造る施設は、今泉・岩瀬・今泉台の方々と協議中だが、生ご

みの減容化施設にしたいとお願いしている。 
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平成 30年度ふれあい地域懇談会（第３部）  回答票 

 

番 号 大船－Ｈ30－３ 

テ ー マ 市役所移転後の支所機能について 

内 容 詳 細 
市役所の深沢移転が決定したが、支所機能については、今後どのよう

にしていくのか。 

担 当 部 課 行政経営部 行政経営課 

 

議題に対する回答等 

 

各地域の支所においては、証明書の発行等を行う窓口業務や、市民相談業務及び地域

支援業務等を行っていますが、市ではこのうち窓口業務について、平成 31 年度中の集約化

を検討しているところです。 

 

なお、公共施設再編計画において、窓口業務以外の機能については、地域支援のあり方

等を考えつつ、将来的には、地域拠点校に複合化する方針としています。 

添付資料  
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＜大船町内会・田子会長＞ 

高齢化のため、本庁に機能が集約されると不便になるので支所機能を残してもらいたい。 

 

＜松尾市長＞ 

支所窓口の人件費・システム費用は高額のため、行政改革の視点から縮小・廃止していきたい。大船・

深沢・鎌倉を本市まちづくりの三大拠点と考えており、大船の方々の利便性にも配慮し検討したい。 

 

＜大船町内会・田子会長＞ 

村岡新駅の新設を見据えたまちづくりを考えているのか。大船駅の混雑の緩和も考えてもらいたい。 

 

＜松尾市長＞ 

新駅設置の話はもともと藤沢市議会の決議が発端であるが、新駅は深沢のまちづくりの上で大きなポ

イントであると考えており、神奈川県・ＪＲ・藤沢市・鎌倉市の費用負担の調整に入っている。 

深沢のまちづくりに新駅はあった方が良いが、鎌倉市としては、過度な費用負担はできない。市役所本

庁舎・消防本部・体育館・グラウンド・公園を行政施設として盛り込み、31 ㌶の広大な土地に企業誘致

もしたいと考えている。武田薬品、中外製薬、東レなど、健康・医療・バイオなどの成長産業の企業が近

くにあるので、神奈川県と連携して関連するベンチャーも含めた企業誘致を進めていきたい。「ウェルネ

ス」というテーマを掲げ、健康な市民生活が送れる環境を土台としたまちづくりを考えている。 
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【その他のテーマについて】 

 

＜谷之前自治会・山根会長＞ 

未定の大きなプロジェクトがたくさんある。ごみ処理場、深沢開発、市庁舎移転、インフラ老朽化対策

など、お金がかかり、時期がいつになるか分からないことばかり。 

住民の立場に立ち、住民の利益になることをしていくこと、経費節減に注力し、後に悔いを残さない形

にしていただきたい。 

インフラの老朽化対策については、災害が起こると他に代替ルートがない場所が多い。どこから手を

つけるかＬＣＣ（ライフサイクルコスト）手法なども駆使して取り組んでほしい。 

 

＜今泉台町内会・尾島会長＞ 

ごみ屋敷問題に総合的に対策を出してほしい。 

 

＜環境部・石井部長＞ 

いわゆるごみ屋敷対策条例を施行し、警察など関係機関と連携し、堆積者への寄り添い、大量のごみの

処理など地元に報告しながら、逐次進めていきたい。 

 

＜今泉台町内会・尾島会長＞ 

土地の寄附を受け、集会場として使っている建物を建て替えようとしているが、市街化調整区域にあ

り、また、建物が個人住宅として登録されていたため、市から違法建築であると言われている。建て替え

について相談にのってほしい。 

 

＜松尾市長＞ 

個別に相談を受けたい。 

 

＜大船地区社会福祉協議会・梅澤氏＞ 

セットバックした部分をきれいに保ってもらいたい。 

 

＜山ノ内下町上町内会・亀井会長＞ 

セットバックした部分を道路として、買い取ってもらいたい。 

 

＜都市整備部・森次長＞ 

狭あい道路拡幅整備事業としてセットバックした用地を買い取る制度があるが、各家庭の事情で進ん

でいない。 
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＜山ノ内下町上町内会・亀井会長＞ 

民有地だから、市が介入できない事情も分かるが、何かメリットを設ければ買い取りが進むのではな

いか。 

 

＜大船町内会・田子会長＞ 

小学校の倉庫がなくても物資が届けられるよう、鎌倉に５つあるクリエイトと提携し、その商品が小

学校に入ってくるようにしてもらいたい。 

 

＜松尾市長＞ 

検討したい。 

 

＜山ノ内中町北町内会・山田会長＞ 

大船に大学ができるという話があるがどうなのか。 

 

＜松尾市長＞ 

介護専門大学ができる予定である。 

 

＜山ノ内下町上町内会・亀井会長＞ 

文化財である巨福呂坂を、公開・見学できるようしてもらいたい。 

 

＜文化財部・桝渕部長＞ 

道は市道であるが、滑落の危険もあり、なかなか難しい。 

市が管理する史跡は未公開のものが多いので、公開できるよう有識者を交えた検討会を今年から設け

て知恵を絞りたい。 
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付        録 

 

当日配布資料 
 

 

 

１ 地区別危険箇所マップ 

２ 鎌倉市市政e-モニター登録のご案内 

  ３ 鎌倉市ふるさと寄附金 

 

  

 

 

 

 

 

 

 


